「履歴書」 「教育・研究業績一覧」の記入要領について

日本女子大学　人間社会学部　　
（人間社会研究科）

「履歴書」「教育・研究業績一覧」は、以下の要領でご記入ください。
「履歴書」「教育・研究業績一覧」は、そのまま印刷して会議等の資料として使用させていただきますので、丁寧に扱うとともに、鮮明に記入されますよう、お願いいたします。年は、西暦をご使用ください。

　なお、「氏名・印」欄は、自筆でご記入のうえ、ご捺印ください。外国籍の方はサインのみで結構です。

〔履歴書〕

　履歴書全体について学歴、職歴、現職の年月日が継続し､経歴に空白の期間がないようもれなく記入されますようお願いいたします。

１．「氏名」欄
１）氏名の表記については、ご本人の届け出に基づくものといたします。

　　ただし、給与支給等の関係で戸籍上の氏名が必要になりますので、異なる場合は必ず併せてご記入願います。

２）外国籍の場合の表記方法

　イ、「氏名」欄は、原則として母国語または英語で姓名を記入し、「ふりがな」欄はカタカナでご記入ください。

ロ、氏名は姓名の順に、次のように表記してください。

　　ファミリーネイム，ファーストネイム　ミドルネイム
　　(例) 「 ジョン　Ｆ．ケネディ」は「 ケネディ，ジョン　Ｆ．」

２．「学歴」欄

　１）高校からの入学、卒業、修了等の年月を正確にご記入ください。

　２）学科、専攻、専修名は、正確にご記入ください。

　３）中途退学であっても省略せずにご記入ください。

４）博士課程を出てまだ博士号を取得されていない場合は、「博士課程単位取得満期 退学」等のようにご記入ください。
５）外国留学については、学生としての留学の場合は学歴欄に、研究者としての留学の場合は職歴欄に記入ください。

３．「学位」欄

修士号、博士号など複数の学位をお持ちの方は、最終学位についてご記入ください。

４．「専攻分野」欄

自己の研究分野（一つから三つ程度）を簡単・明瞭にご記入ください。
（例）　老人福祉論、地域福祉システム

５．「職歴」欄

１）各職歴についていつからいつまでの職歴かが明確になるようご記入ください。
なお、現職については必ず、「至　現在」と明記してください。

　２）他の大学や学校で講師をされている場合は、常勤（専任）・非常勤の区別を明確にご記入ください。
企業・研究所等に勤務されている場合は、その役職名・肩書き等を明記願います。

３）他の大学・学校・企業等をすでに退職されている場合は、その年月日を明記願います。

４）現職の欄には、常勤職に就かれている場合にはその職のみをご記入ください。

常勤職に就かれていない場合には、主たる現職をご記入願います。

〔教育・研究業績一覧〕

教育業績に関する事項

１．「教育内容・方法の工夫」 欄

優れた教育方法の実践例、マルチメディア機器を活用した授業方法、学生の授業外の学習促進のための取り組み、講義内容のｗｅｂ上での公開等についてご記入ください。 

２．「作成した教科書、教材、参考書」 欄

作成した教科書、教材、講義で教科書として使用している著書、教材等の概要についてご記入ください。 

なお、後の「著書、学術論文」との重複も可とします。その場合、必ず（再掲）と付記してください。 

３．「教育方法・教育実践に関する発表、講演等」欄 

教育方法・実践に関する発表、講演の内容についてご記入ください。

４．「その他 教育活動上特記すべき事項」欄

大学教育改善に関する団体等での活動の概要 

教育実績に対する受賞歴等 

その他上記にとらわれず、幅広くお書きください。
研究業績に関する事項
「著書」・「学術論文」・「その他」に分類したうえ、発刊・発表・発行年月順にすべてご記入ください。
（多数の場合には、主たるものをお書きください。）

各々の業績の書き方で留意いただきたい点は、次のとおりです。

１．「著書」欄

共著・分担の場合は、それぞれ明示していただき、題名の他に執筆担当部分のタイトル名と担当頁を何頁～何頁とご記入ください。
２．「学術論文」欄

１）共著の場合は、共著と明示していただき、執筆担当部分が区分されている場合には、何頁～何頁とご記入ください。また、共著者名列記か、第一著者名他何人とご記入ください。

２）学位論文については、その旨ご記入ください。

３）査読の有無について、ご記入ください。

３．「その他」欄

１）翻訳、評論・書評、報告書、口頭発表等に分類し、年代順にご記入ください。

２）学会発表については、発表された学会名等をご記入ください。

４．「所属学会」「公的社会活動」欄

専攻、研究分野等に関連した事項についてご記入ください。

５．「授業担当予定科目」欄

　ご不明の方は、当該学科にお問い合わせください。
